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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】 
胎児静脈管（DV）の血流速度波形（FVW）の解析は胎児状態の評価、特に胎児発育不全（IUGR）にお
ける娩出時期の決定に重要な位置を占める。しかし、DV-FVW を形成する収縮期・拡張期の時間的解
析は少ない。本研究では、IUGRにおける DV-FVWの時間的変化について検討し、その要因となる心周
期の変化を明らかにする。 
【対象】 
妊娠 18週～38週の正常発育胎児 249例、胎児奇形・染色体異常を伴わない推定体重-2.0SD以下かつ
臍帯動脈 pulsatility indexが 95パーセンタイル以上の IUGR26例を対象とした。 
【方法】 
DV-FVW では収縮期（SDV）および拡張期（DDV）の時間、心周期では収縮期にあたる三尖弁（TV）お
よび僧房弁（MV）の A波のピークから房室弁開放の時間（それぞれ STV、SMV）、拡張期にあたる TV
および MVの房室弁開放から A波のピークの時間（それぞれ DTV、DMV）を計測した。IUGR群の娩出基
準を non-reassuring fetal statusとし、データ解析には娩出 1週間以内のものを z-score化し用い
た。 
【結果】 
IUGR群では正常発育胎児と比して有意に SDVが短縮（P＜0.001）、DDVが延長し（P＜0.001）、心周
期においても有意に STV、SMVは短縮（STV：P＝0.014、SMV：P＜0.001）、DTV、DMVは延長していた
（DTV：P＝0.008、DMV：P＝0.002）。さらに、28週以前で娩出せしめた重症 IUGRでは、右室より左
室にこの傾向を強く認めた。 
【結論】  
IUGR での DV-FVW の時間的変化は、とりわけ左室側の心周期の変化によることを明らかにした。DV
を介する酸素飽和度の高い血液は、IUGRでは左心室に優先的に分配される可能性を示した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文は、胎児静脈管（DV）の血流速度波形（FVW）を形成する収縮期・拡張期の時間的な変化を
重篤な循環不全に陥ることの多い胎児発育不全（IUGR）において検討し、胎児心周期とあわせて考察
を行ったものである。 
 対象を妊娠 18週～38週の正常発育胎児 249例、胎児奇形・染色体異常を伴わない推定体重-2.0SD
以下かつ臍帯動脈 Pulsatility Indexが 95パーセンタイル以上の IUGR26例とし、計測項目は、DV-FVW
では収縮期（SDV）および拡張期（DDV）の時間、心周期-FVWでは収縮期にあたる三尖弁（TV）および
憎房弁（MV）の A波のピークから房室弁開放の時間（それぞれ STV、SMV）、拡張期にあたる TVおよ
び MVの房室弁開放から A波のピークの時間（それぞれ DTV、DMV）である。正常胎児より上記パラメ
ーターの reference rangeを作成することにより、z-scoreを用い適切に統計処理を行っている。そ
の結果、IUGR群では有意に SDVが短縮（P＜0.001）、DDVが延長し（P＜0.001）、心周期においても
有意に STV、SMVは短縮（STV：P＝0.014、SMV：P＜0.001）、DTV、DMVは延長（DTV:P=0.008、DMV:P=0.002）
を示し、さらに 28週以前での娩出を要した重症 IUGRでは、右室より左室のパラメーターにこの傾向
を強く認めたとしている。 
 上記結果より著者は、IUGRでの DV-FVWの時間的変化は、左室側の心周期の変化によることを明ら
かにした。さらに、DVを介する酸素飽和度の高い血液は、IUGRでは左心室に優先的に分配されると
いう合目的な病態生理を反映したものであると考察を加えている。 
 本論文は、IUGRにおける循環動態の変化を心周期の変化から検討を加えた斬新な発想による研究
内容である。実地臨床にも則した解析方法であり、胎児循環不全のメカニズム解明のみならず、胎児
娩出時期の決定や新生児予後への関与などに関しても将来性が期待される内容であり、博士（医学）
の学位の授与に値するものと考える。 
